
こ障福 第 1029 号  
令和元年７月 22 日  

横浜市内の障害児通所支援事業所 管理者様 
 

横浜市こども青少年局障害児福祉保健課長  
 
 

熱中症予防に関する情報について 

 
 

 日頃より本市障害児福祉施策に御協力いただきありがとうございます。 
 近年、気温が 30℃以上となる日が増え、健康への影響が懸念されています。各事業所に

おいても、夏季の事業所運営にあたっては、別添の厚生労働省通知のほか、以下の内容を

参考に熱中症予防に取り組んでいただくようお願いいたします。 
 
 
１ 屋外での活動について 

屋外での活動では特に熱中症が発生しやすいため、万全の対策が必要です。熱中症対

策をまとめたリーフレットが、本市健康福祉局において別添の通り作成されていますの

で、ご活用ください。 
 
２ 事業所内・屋内での活動について 

屋外での活動のみならず、事業所内でも熱中症のリスクがあります。別添の「横浜市

の保育・教育施設等における「暑さ対策」ガイドライン」のほか、厚生労働省や環境省

のホームページ等を参照し、熱中症予防に取り組んでいただくようお願いいたします。 
 
 
 
 
 
【厚生労働省ＨＰ（熱中症関連情報）】 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/nettyuu/ 
 
【環境省ＨＰ（熱中症予防情報サイト）】 
http://www.wbgt.env.go.jp/ 
 
 

 

【横浜市ＨＰ（熱中症対策）】 
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kenko-iryo/kenkozukuri/kakushu/necchusho/heat.html 

 

【担当】 
横浜市こども青少年局障害児福祉保健課 

酒井・水内 
電話：045-671-4274 
FAX：045-663-2304 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/nettyuu/
http://www.wbgt.env.go.jp/
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kenko-iryo/kenkozukuri/kakushu/necchusho/heat.html






 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 運営上のポイント・危機管理体制 

 暑熱環境の把握とその緩和 

 適切な呼びかけ・啓発の実施 

 スタッフへの対策 

傷病者発生時の連絡フロー及び必要となる連絡先を連絡系統図として作成・共有する。 

（傷病者発生時の対応責任者、通報、搬送などの対応スタッフを具体的に明示） 

傷病者の発生場所の特定方法、搬送ルートを定める。 

イベントを中止する基準と中止の判断をする責任者、中止した場合の対応を定める。 

熱中症患者に対応するために、冷たい飲料や涼しい休息場所を確保する。 

救護所を設置する、又はスタッフに熱中症に対する知識を身に付けさせる。 

傷病者発生時の緊急対応フローを作成する。 

熱中症対策の広報文やイベントの進行に合わせた広報シナリオ等を作成する。 

待機列を作らない工夫や日陰への誘導を行う。また、開場時、終了時の混雑緩和に配慮する。 

給水所や救護所などの施設の明示や、スタッフの存在をわかりやすくする。 

イベント参加者が休憩できる場所の確保や、日除けやミストなどの暑さを緩和するための設備

を設置する。 

イベント開催のパンフレットやプログラムなどの配布物に熱中症の予防対策を記載するほか、

熱中症の予防、早期発見、初期対応を記したポスターや注意書きを掲示する。 

リアルタイムの暑さ指数(WBGT)の広報のほか、28℃や 31℃以上の時は注意報や警報を発信

し、広報は待機時間、休憩時間等で参加者がイベントに集中していない時間帯に行う。 

全てのスタッフに熱中症の予防、熱中症の初期症状、早期発見、初期対応、救急処置に関する

教育を行う。 

定期的にスタッフの健康状態の巡視を行い、水分や塩分の摂取状況を確認するほか、短時間で

の勤務交代や、涼しい休憩場所を設置する。 

「夏季イベントにおける熱中症対策ガイドライン 2019」(環境省)をもとに横浜市消防局予防課で作成 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■横浜市救急相談センター（年中無休・24 時間対応）＃7119 または 232-7119 

■横浜市救急受診ガイド  

パソコンやスマートフォンで、急な病気やけがの緊急性を確認できます。 

 ※各区消防署で、冊子版も配布しています。 

 

救急車を呼ぶか 

迷ったときは 



こ保人第 205 号 

令和元年5月 27日 

横浜市の保育・教育施設等における「暑さ対策」ガイドライン 
 
 気候の変動等により、夏の暑さが大変厳しくなっています。また、暑いと感じる期間も、長くなって

います。保育・教育施設においても「暑さ対策」に取り組み、子どもたちの健康を守りましょう。 

 本ガイドライン等を参考にして、各保育・教育施設でマニュアル等を作成するなど、対策に取り組ん

でいただきますよう、お願いいたします。 

 

〇気温・湿度を測りましょう                                

 室内や戸外の温度は場所によって違いがあります。温度計・湿度計を使用して、実際の温度や湿度を

知りましょう。エアコンの設定温度が、必ずしも室内の温度になるとは限りません。子どもたちの過ご

す場所の温度を測り、実際の温度に応じて設定温度を下げます。 
 
 

エアコンの設定温度は、場所によって実際の温度とは違うことがあります。 

子どもの遊ぶ場所、子どもの高さで実測します。 
 
 

 また、戸外では、子どもが遊ぶ場所の地表近くの温度を継続して計測します。日向や日陰、時間帯に

よって変化する様子を把握し、暑くなった場合の対策を決めておきます。 
 
 

暑さ指数（１）が高い場合は、「戸外遊び」や「プール遊び等」を中止します。  

 

 

 

 

 
 

◎横浜市では、「横浜市防災情報」で、暑さ指数について当日と翌日予報を掲載しています。 

熱中症指数が「原則運動禁止」に達した際には、横浜市防災情報Ｅメールで配信もしています。 

「横浜市防災情報Ｅメール」で検索して、登録してください。 

 

【参考】日常生活に関する指数（大人の場合）→ 子どもにはこれに「マイナス５℃」して考えるのが安全で

す 

暑さ指数 

（ＷＢＧＴ） 
注意すべき生活活動の目安 注意事項 

危険 

（31℃以上） 
すべての生活活動でおこる危険性 

高齢者においては安静状態でも発生する危険性が大きい。 

外出はなるべく避け、涼しい室内に移動する。 

厳重警戒 

（28～31℃※） 
外出時は炎天下を避け、室内では室温の上昇に注意する。 

警戒 

（25～28℃※） 

中等度以上の生活活動でおこる 

危険性 

運動や激しい作業をする際は定期的に充分に休息を取り入れ

る。 

注意 

（25℃未満） 
強い生活活動でおこる危険性 

一般に危険性は少ないが激しい運動や重労働時には発生する危

険性がある。 

※（28～31℃）及び（25～28℃）については、それぞれ28℃以上31℃未満、25℃以上28℃未満を示します。 

  日本生気象学会「日常生活における熱中症予防指針Ver．３」（2013）より 

 

（１）＜暑さ指数（WBGT）とは＞ 

人体と外気とのやりとり（熱収支）に着目した指標で、人体の熱収支に与える影響の大きい①湿度、

②日射・輻射（ふくしゃ）など周辺の熱環境、③気温の３つを取り入れた指標です。単位は気温と同じ

摂氏度（℃）で示されますが、その値は気温とは異なります。 

 ポイント  

 ポイント  



【参考】運動に関する指針（大人の場合）→ こちらも、子どもには「マイナス５℃」して考えましょう 

気温 

（参考） 

暑さ指数 

（WBGT） 
熱中症予防運動指針 

35℃以上 31℃以上 運動は原則中止 WBGT31℃以上では、特別の場合以外は運動を中止する。特に子どもの場合は中止すべき。 

31～35℃ 28～31℃ 
厳重警戒 

（激しい運動は中止） 

WBGT28℃以上では、熱中症の危険性が高いので、激しい運動や持久走など体温が上昇しや

すい運動は避ける。運動する場合には、頻繁に休息を取り水分・塩分の補給を行う。激し

い運動では30分おきくらいに休息をとる。 

28～31℃ 25～28℃ 
警戒 

（積極的に休息） 

WBGT25℃以上では、熱中症の危険が増すので、積極的に休息を取り適宜、水分・塩分を補

給する。激しい運動では、30分おきくらいに休息をとる。 

24～28℃ 21～25℃ 
注意 

（積極的に水分補給） 

WBGT21℃以上では、熱中症による死亡事故が発生する可能性がある。 

熱中症の兆候に注意するとともに、運動の合間に積極的に水分・塩分を補給する。 

24℃未満 21℃未満 
ほぼ安全 

（適宜水分補給） 

WBGT21℃未満では、通常は熱中症の危険は小さいが、適宜水分・塩分の補給は必要である。 

市民マラソンなどではこの条件でも熱中症が発生するので注意。 

（公財）日本体育協会「スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック」（2013）より 

 

〇直射日光をやわらげましょう                               

 暑さは場所によって大きく異なります。また、風通しの良さも体感温度に大きく影響します。日除け

ネットなどを使って日陰を作ったり、風の通り道を考慮したりするなど、体感温度も低下させるように

工夫をしましょう。 
 

遮光ネットが張ってあっても、温度は上がります。「日陰だから大丈夫」と思いこま

ず、必ず実測します。 
 

 子どもは体温調節機能が未発達で十分に放熱できず、厳しい暑さのなかでは体温が上昇しやすくなり

ます。また、体内の水分量が絶対的に少ないため、脱水にもなりやすいのです。特に、乳幼児やベビー

カーに乗った赤ちゃんは、高温の路面からの輻射熱を受けやすいため、注意が必要です。 

 

〇こまめに水分を補給しましょう                              

 暑い日には、身体の活動強度にかかわらずこまめに水分を補給しましょう。 

 また、人間は、軽い脱水症状のときにはのどの渇きを感じないそうです。そこで、のどが渇く前、あ

るいは暑い場所に行く前から水分を補給しておくことが大切です。 

 

   こまめに、そして、のどが渇く前に水分補給ができるように留意します。 

 
 
〇熱中症対策を講じましょう                                

熱中症は生命にかかわる病気ですが、予防法を知っていれば防ぐことができます。日常生活における

予防は脱水と体温の上昇を抑えることが基本です。日常生活では、からだ（体調、暑さへの慣れ等）へ

の配慮と行動の工夫（暑さを避ける、活動の強さ、活動の時期と持続時間）、および環境と衣服の工夫が

必要です。熱中症発生時の連絡先、対処フォローを作っておきましょう。 

 
＜参考＞◎熱中症予防情報サイト（環境省） 

各観測地点の暑さ指数(WBGT)の実況と予測、暑さ指数の説明など、熱中症予防の情報。 

「熱中症予防情報サイト」で検索 

◎保育の安全研究・教育センター「暑さ、熱中症」 

「保育の安全」で検索→「安全に関するトピックス」→「8-2. 暑さ、熱中症」 
 

（参考文献：「まちなかの暑さ対策ガイドライン（改定版）」（環境省 平成30年３月） 
      

 ポイント    

 ポイント  



 

 
 

URL  
 
 
 



 
https://www.mhlw.go.jp/file/04-Houdouhappyou-10901000-
Kenkoukyoku-Soumuka/necchushoyobou.pdf 

https://www.mhlw.go.jp/content/000363394.pdf 
https://www.mhlw.go.jp/content/000526939.pdf 
https://www.mhlw.go.jp/content/000526936.pdf 

https://www.mhlw.go.jp/content/000526940.pdf 
 

 
https://www.mhlw.go.jp/content/000526946.pdf 

 
 

https://www.mhlw.go.jp/content/11200000/000505935.pdf 
https://www.mhlw.go.jp/english/policy/employ-labour/labour-

standards/dl/Heat_illness.pdf 
 

 



 ｢熱中症｣は、高温多湿な環境に長くいることで、徐々に体内の水分や塩分
のバランスが崩れ、体温調節機能がうまく働かなくなり、体内に熱がこもっ
た状態を指します。屋外だけでなく室内で何もしていないときでも発症し、
救急搬送されたり、場合によっては死亡することもあります。 
 熱中症について正しい知識を身につけ、体調の変化に気をつけるとともに、
周囲にも気を配り、熱中症による健康被害を防ぎましょう。 

熱中症の症状 
 ○めまい、立ちくらみ、手足のしびれ、筋肉のこむら返り、気分が悪い  
 ○頭痛、吐き気、嘔吐、倦怠感、虚脱感、いつもと様子が違う 
 重症になると、 
 ○返事がおかしい、意識消失、けいれん、からだが熱い 

熱中症予防のために 

 厚生労働省 熱中症 検索 

厚生労働省 

 詳しくは、厚生労働省ホームページ「熱中症関連情報」を 
 ご覧ください。 

  室内でも、外出時でも、のどの渇きを感じなくても、 こまめに水分を補給し
ましょう。大量に発汗する状況では、経口補水液※など、塩分等も含んで補給
しましょう。 
   ※ 水に食塩とブドウ糖を溶かしたもの 

※WBGT値：気温、湿度、輻射（放射）熱から算出される暑さの指数 
      運動や作業の度合いに応じた基準値が定められています。 
      環境省のホームページ（熱中症予防情報サイト）に、観測値と予想値が掲載されています。 

室内では・・・ 
  扇風機やエアコンで温度を調節 
  遮光カーテン、すだれ、打ち水を利用 
    室温をこまめに確認 
  WBGT値※も参考に 

外出時には・・・ 
    日傘や帽子の着用 
    日陰の利用、こまめな休憩  
    天気のよい日は、日中の外出を 
  できるだけ控える 

からだの蓄熱を避けるために 
     通気性のよい、吸湿性・速乾性のある衣服を着用する  
     保冷剤、氷、冷たいタオルなどで、からだを冷やす 

暑さを避ける 

こまめに水分を補給する 



 熱中症についての情報はこちら 

熱中症が疑われる人を見かけたら 

 

 エアコンが効いている室内や風通しのよい日陰など、涼しい場所へ避難させる 

 

 衣服をゆるめ、からだを冷やす 

（特に、首の回り、脇の下、足の付け根など） 

 

 水分・塩分、経口補水液※などを補給する 
  ※ 水に食塩とブドウ糖を溶かしたもの 

涼しい場所へ 

からだを冷やす 

水分補給 

自力で水が飲めない、意識がない場合は、すぐに救急車を呼びましょう！ 

＜ご注意＞ 
 

   暑さの感じ方は、人によって異なります 
    その日の体調や暑さに対する慣れなどが影響します。体調の変化に気をつけましょう。 
 

   高齢者や子ども、障害者・障害児は、特に注意が必要です 
   ・熱中症患者のおよそ半数は65歳以上の高齢者です。高齢者は暑さや水分不足に対する 
        感覚機能が低下しており、暑さに対するからだの調整機能も低下しているので、注意が 
    必要です。 
 

   ・子どもは体温の調節能力がまだ十分に発達していないので、気を配る必要があります。 
 

   ・のどの渇きを感じていなくても、こまめに水分補給しましょう。暑さを感じなくても 
        室温や外気温を測定し、扇風機やエアコンを使って温度調整するよう心がけましょう。 
 

   節電を意識するあまり、熱中症予防を忘れないようご注意ください 
    気温や湿度の高い日には、無理な節電はせず、適度に扇風機やエアコンを使いましょう。 

 ▷ 厚生労働省 
    熱中症関連情報［施策紹介、熱中症予防リーフレット、熱中症診療ガイドラインなど］ 
          http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/nettyuu/ 
   「健康のため水を飲もう」推進運動 

http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/kenkou/suido/nomou/ 
 

    STOP！熱中症 クールワークキャンペーン［職場における熱中症予防対策］ 
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000116133.html 

 

 ▷ 環境省 
 熱中症予防情報［暑さ指数（WBGT）予報、熱中症環境保健マニュアル、熱中症予防リーフレットなど］ 

  http://www.wbgt.env.go.jp/  
  

 ▷ 気象庁 
     熱中症から身を守るために［気温の予測情報、天気予報など］ 

http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kurashi/netsu.html 
 

     異常天候早期警戒情報 
http://www.jma.go.jp/jp/soukei/ 

 

 ▷ 消防庁 
       熱中症情報［熱中症による救急搬送の状況など］ 

http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList9_2.html 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/nettyuu/
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/nettyuu/
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/nettyuu/
http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/kenkou/suido/nomou/
http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/kenkou/suido/nomou/
http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/kenkou/suido/nomou/
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000116133.html
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000116133.html
http://www.wbgt.env.go.jp/
http://www.wbgt.env.go.jp/
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kurashi/netsu.html
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kurashi/netsu.html
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kurashi/netsu.html
http://www.jma.go.jp/jp/soukei/
http://www.jma.go.jp/jp/soukei/
http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList9_2.html
http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList9_2.html
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